
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高岡で採れた山菜を福島へ

感
じ
、
そ
ろ
そ
ろ
畑
や
田
ん
ぼ
の
準
備
を
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
こ
ご
み
や
タ
ラ
ノ
メ
の
頃
に
は
田
ん

ぼ
に
出
始
め
用
水
の
イ
ザ
ラ
イ
を
行
い
あ
ら
起
し
を

始
め
、
ぜ
ん
ま
い
・
わ
ら
び
・
タ
ケ
ノ
コ
の
頃
に
は
朝
早

く
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
田
植
え
に
精
を
出
し
、
疲
れ

て
家
に
帰
れ
ば
ワ
ラ
ビ
の
お
浸
し
や
昆
布
と
煮
た
柔

ら
か
い
タ
ケ
ノ
コ
が
食
卓
に
並
ん
で
い
る
、
そ
れ
が
農

家
の
春
を
迎
え
る
姿
な
の
で
し
ょ
う
。 

福
島
県
飯
舘
村
の
方
々
も
あ
の
震
災
前
、
東
京

電
力
第
一
原
発
が
放
射
能
を
世
界
に
撒
き
散
ら
す

前
ま
で
は
私
達
と
同
じ
様
に
山
の
恵
み
に
支
え
ら
れ

山
菜
を
食
し
春
を
迎
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
今

は
、
飯
舘
村
を
は
じ
め
福
島
県
内
の
山
々
に
は
誰
に

も
摘
ん
で
も
ら
え
ぬ
タ
ラ
ノ
メ
や
ワ
ラ
ビ
や
タ
ケ
ノ
コ

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
を
政
府
よ
り
委
託
さ

れ
た
五
次
六
次
下
請
け
の
方
々
が
白
い
防
護
服
を

ま
と
い
先
の
見
え
な
い
除
染
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 こ

の
三
年
三
ヶ
月
で
、
除
染
さ
れ
た
面
積
は
福
島

県
全
体
の
五
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
福
島
県
の
七

十
一
％
が
森
林
で
あ
り
、
放
射
線
医
学
総
合
研
究

所
の
市
川
龍
資
元
副
所
長
は「
放
射
性
物
質
は
木
の

葉
に
付
着
し
や
す
く
、
葉
が
落
ち
て
で
き
る
腐
葉
土

に
蓄
積
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
、
福
島
県
飯
館
村
の
よ

う
な
周
囲
が
山
々
に
取
り
囲
ま
れ
た
盆
地
の
よ
う

な
地
形
で
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
ま
す
ま

す
線
量
は
高
く
な
り
ま
す
。
山
菜
、
キ
ノ
コ
等
は

放
射
性
物
質
を
蓄
積
し
や
す
く
注
意
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
」と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

福
島
の
時
間
は
あ
の
日
か
ら
止
ま
っ
た
ま
ま
な
の

で
す
。
避
難
先
の
仮
設
住
宅
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。

雪
が
解
け
て
も
、
雨
が
降
っ
て
も
、
暑
い
夏
の
太
陽

も
、
秋
の
枯
葉
も
、
生
き
が
い
や
生
活
の
リ
ズ
ム
に
は

な
り
え
ず
た
だ
時
だ
け
が
う
つ
ろ
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
で
も
生
き
な
け
れ
ば
と
人
々
は
必
死
に
も
が
い

て
い
る
の
で
す
。 

 

放
射
性
物
質
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
の
半
減
期
は
三
十

年
で
す
。
私
自
身
も
、
い
ま
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
飯
舘
村
の
人
々
も
後
三
十
年
間
生
き
ら
れ
る

の
か
は
解
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
達
は
春
の
香
り
を

送
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
大
地
は
私
達

に
平
等
の
恵
み
と
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。
そ
の
大
き
な
恵
み
と
生
き
る
喜
び
を
妨
げ
て
い

る
の
が
私
達
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
欲
望
に
他
な
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
こ
の
大
地
か
ら
放
射
能
と
い
う
欲
望
の
汚

物
が
消
え
る
ま
で
戦
い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
如
来
か
ら
の
呼
び
声
な
ら
ば
・・
・
。 

今
年
も
山
菜
の
季
節
が
め
ぐ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
三
月

は
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
こ
ご
み
、
四
月
に
入
り
タ
ラ
ノ
メ
、
ぜ
ん
ま

い
、
五
月
に
入
り
わ
ら
び
、
タ
ケ
ノ
コ
と
私
達
を
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
て
く
れ
る
の
が
春
の
恵
み
山
菜
で
す
。
そ
の
間
、
田
ん

ぼ
で
は
あ
ら
起
し
水
張
り
種
籾
の
準
備
そ
し
て
田
植
え

と
、
急
に
忙
し
い
季
節
と
な
り
ま
す
。 

私
達
は
春
一
番
に
ま
だ
動
か
ぬ
体
を
な
ら
す
た
め
に
山

の
幸
を
取
り
に
行
き
ま
す
。
雪
の
間
か
ら
顔
を
出
し
始
め

た
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
食
し
、
あ
の
苦
い
味
か
ら
真
っ
先
に
春
を除染作業の様子 題字・織田隆夫  

２０１４年 
（平成 26 年） 
5 月 31 日 

 
念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派

高 岡 教 区  五 位 組
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 「山菜の季節」  
高岡教区 長光寺 住職 織田隆夫 

飯
舘
村
の
方
々
に
五
位
組
の
山
菜
を
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磯原山  光明寺  高岡市 佐加野 自
坊
紹
介 

佐
加
野
の
光
明
寺
は
、
五
位
組
の
川
西
（
左

岸
）
で
は
一
番
北
に
位
置
し
ま
す
。
私
が
初
め

て
組
の
会
合
や
法
要
に
出
た
頃
は
、
砂
利
道
を

自
転
車
に
乗
り
、
往
き
か
帰
り
の
い
ず
れ
か
で

向
か
い
風
を
受
け
、
や
っ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で

寺
に
着
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。 

歴
代
住
職
の
法
名
軸
か
ら
数
え
る
と
、
私
は

七
代
目
に
な
り
ま
す
。
歴
史
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
八
〇
～
二
百
年
前
に
先
祖
が
こ

の
地
に
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
元
こ
の

地
に
あ
っ
た
関
野
組
の
光
慶
寺
さ
ん
が
高
岡

開
町
後
、
移
転
さ
れ
、
在
所
に
心
の
依
り
所
で

あ
り
念
仏
申
す
仲
間
が
集
う
寺
の
な
い
寂
し

い
時
代
が
し
ば
ら
く
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
こ
ん
な
大
き
な
村
に
寺
が
な
い
の
は
と
て

も
あ
い
そ
ん
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
先
祖

が
村
の
墓
所
で
あ
っ
た
地
に
迎
え
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
近
郷
の
方
々
の
御
懇

念
に
よ
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
バ
ラ
ン
ス
の
整

っ
た
本
堂
が
建
立
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。 し

か
し
な
が
ら
、
約
二
百
年
を
経
て
、
近
年

は
老
朽
化
が
激
し
く
、
今
年
か
ら
新
し
い
本
堂

へ
と
改
築
工
事
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
明
後
年
に
は
、
時
代
に
そ
っ
た
新
し

い
本
堂
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
御
来
寺
く
だ

さ
い
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
御
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

写
真
右
・
・
・
光
明
寺
全
景 

写
真
左
・
・
・
会
合
の
様
子 

五
位
組
第
十
期
連
研
を
終
え
て 

山
岸 

智
史 

す
る
」 

「
『
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か

ら
』
と
黙
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
考
え
て
生
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」 

 

他
に
も
色
々
な
声
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に
こ
の

二
つ
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

念
仏
者
と
し
て
見
過
ご
す

こ
と
の
で
き
な
い
社
会
の
問
題

を
自
ら
の
問
題
と
し
て
背
負
っ

て
い
く
こ
と
が
念
仏
申
す
歩

み
で
す
。
課
題
と
疑
問
を
持

つ
こ
と
が
教
え
に
学
ぶ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、

そ
の
社
会
の
問
題
に
関
し
て

も
世
の
中
の
流
れ
が
教
え
と

 

昨
年
八
月
を
も
っ
て
五
位
組
第
一
〇
期
連
続
研
修
会
（
以
下
、
連
研
）

が
修
了
し
ま
し
た
。
こ
の
連
研
は
、
講
師
が
一
方
的
に
受
講
者
に
話
を

す
る
と
い
う
講
義
形
式
で
は
な
く
、
問
題
提
起
を
受
け
て
受
講
者
が
自

ら
の
思
い
を
語
っ
て
い
く
と
い
う
話
し
合
い
法
座
を
中
心
に
し
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
話
し
合
い
法
座
の
中
で
出
て
き
た
声
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、
課
題
と
疑
問
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が 

（次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 

六
月
十
日 

 
  

昼 

二
時 

六
月
十
一
日 

  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 
 

二
時 

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 

石
川 

了
英 

師

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

六
月
三
日 

 
 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

 
 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

七
月
一
日 

 
  

昼 

二
時 

七
月
二
日 

    

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
二
時 

七
月
三
日 

    

朝 

九
時
三
十
分 

昼 
二
時 

法
話 

 

福
岡
町
土
屋 

 

山
岸 

智
史 

師

 
 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
一
日 
朝 
九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

  

射
水
市
市
井 

 
公
文
名 

眞 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 
六
月
二
十
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
二
十
一
日  

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話

氷
見
市
布
施

圓
山

望 

師

３        2014 年（平成 26 年）5月 31 日 五位組だより            第８号 

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

辻 
 
 
 

西
福
寺 

 

七
月
七
日 

 
 

昼 

二
時 

七
月
八
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

射
水
市
朴
木 

 
 

青
木 

哲
隆 

師 

三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
九
日 

 
 

昼 

二
時 

七
月
十
日 

 
 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

立
野 

 
 

永
念
寺 

八
月
二
日 

 
 

昼 

二
時 

八
月
三
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話

 
 

未
定

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

赤
丸 

 
 

性
宗
寺 

七
月
六
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。

四
日
市 
 
 

浄
明
寺 

六
月
十
四
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 

山
名 

一
徳 

師 

 

は
逆
の
方
向
に
進
む
こ
と
は
多
々
あ
る

こ
と
で
す
。
ま
さ
に「
み
ん
な
が
そ
う
し

て
い
る
か
ら
」
と
黙
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
自
分

で
考
え
て
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

仏
教
徒
・
念
仏
者
と
し
て
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
立
し
た
道
を
歩
む
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
自
分
や
社
会

を
問
う
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
が
お
念

仏
の
教
え
で
す
。
で
す
か
ら
、
研
修
（
教

え
を
聞
く
）
と
は
単
な
る
知
識
習
得
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
に
お
い

て
先
の
よ
う
な
声
が
出
て
き
た
の
は
大

き
な
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
十
二
の
問
い
の
設
定
や
僧

侶
の
出
席
率
な
ど
、
課
題
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
色
々
な
方
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
次
期
に
向
け
て
克

服
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
期
連
研
は
来
年
の
三
月
か
ら
始

ま
る
予
定
で
す
。
年
末
あ
た
り
か
ら
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
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三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 
五
時
三
十
分
～ 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分
～ 
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黎 明 講 座 ご 案 内

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

八
月
三
日 
 
 

朝 

五
時
三
十
分
～
六
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

五
時
三
十
分
～ 

八
月
十
四
日 

 

朝 

五
時
三
十
分
～ 

八
月
十
五
日 

 

朝 

五
時
三
十
分
～ 

正
信
偈
、
法
話
四
十
五
分
、 

十
五
日
は
戦
没
者
追
悼
法
要 

各寺院の黎明講座の日程をお知らせします。どうぞお誘い合わせの上、お参りください。 

詳細は、各寺院にお問い合わせください。 

◇◇◇ 五 位 組 行 事 予 定 ◇◇◇ 

 
 

ビビ
ハハ
ーー
ララ
研研
修修
会会  

 
 

二
〇
一
四
年 

十
月
八
日
（
水
）
十
九
時 

長
光
寺 

 
 

夏夏
休休
みみ
子子
どど
もも
大大
会会  

二
〇
一
四
年 

八
月
一
日
（
金
）
九
時 

善
教
寺 

  

両両
講講
合合
同同
夏夏
期期
研研
修修
会会  

二
〇
一
四
年 

八
月
五
日
（
火
）
十
三
時 

こ
ぶ
し
荘 

編 

集 

後 

記 

 

昨
年
は
第
一
〇
期
五
位
組

連
研
も
無
事
に
十
二
名
の
方
が

修
了
さ
れ
、
今
後
も
門
徒
推
進

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
さ
れ
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 

今
回
で
第
八
号
の
発
刊
に
な

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に

努
力
す
る
こ
と
を
編
集
者
一
同

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
も
年
二
回
の

発
行
を
予
定
し
て
い
く
こ
と
で
、

念
仏
に
出
遇
う
き
っ
か
け
に
な

り
、
益
々
多
く
の
人
が「
念
仏
申

す
人
生
を
歩
む
」こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

合
掌 昨年の五位組夏休み子ども大会の様子

プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
Ｂ
Ｍ
Ｘ
シ
ョ
ー 


